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透明導電膜を必要としない円筒型色素増感

太陽電池(TCO-less C-DSC)は，封止面積が小さ

く，封止製造コストの低下と耐久性の向上が期

待される．我々は既に 5.6%の効率を有する

TCO-less C-DSC を報告した 1)．裏面に反射，

散乱構造を設置すると裏面の光電変換面を有

効に利用できる．これまでの方物面鏡を用いた

研究結果から，C-DCS の光マネジメントは次

の２点を満たす必要がある．１つは，照射光量

に対する電池への入射光量を高くすることで

あり，もう一つは光電極への到達光量分布の分

散を大きくする事である． 

今回，到達光量分布の分散を高くする方法の

一つとして，散乱構造を用いた TCO-less 

C-DSC を報告する．光学ソフトウェア ZEMAX

上に C-DSC と散乱構造のモデルを構築し，照

射光が電池に入射する割合，および光電極上の

光量分布を算出した．モデルは Fig.1 に示すよ

うに TCO-less C-DSC と方物面鏡を設置し，鏡

面を理想的な散乱面として，焦点と C-DSC と

の距離 h を変化させた． TCO-less C-DSC の外

径と内径は 7mm，5mm，方物面鏡の形状は

y=0.1x2 である．散乱面の有無と，h による光量

分布の変化を Fig.2 に示す．散乱面がない場合，

到達光分布はピークが 350mw/cm2 に達する箇

所が部分的に存在しているが，散乱面の設置に

よって光量分布はより均一になっている．講演

ではモジュールも視野に入れた光学系におけ

る，高効率化に向けた最適構造へのアプローチ

に関しても議論する． 

 

Fig.1 Structure of TCO-less C-DSC coupled with 

scattering reflector 

 

Fig. 2 Light strength distribution on 

photoconversion surface h:0mm and 4mm 
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